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第
21
回  

通
常
総
代
会  

開
催

　
三
月
二
十
二
日
、
第
二
十
一
回
通
常
総
代
会
が
上
小

森
林
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
総

数
二
〇
〇
人
中
一
九
一
名
（
内
委
任
状
六
二
名
）
が
出

席
し
、
議
長
に
は
上
田
市
武
石
の
近
藤
利
男
氏
が
就
任

さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
、
提
出
議
案
全
て
が
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
度
は
、「
組
織
体
制
の
確
立
」「
森
林

経
営
計
画
樹
立
の
促
進
」「
森
林
管
理
体
制
の
確
立
」「
間

伐
事
業
の
推
進
」
の
４
つ
を
重
点
項
目
に
あ
げ
て
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
私
有
林
、
国
有
林

等
か
ら
の
木
材
生
産
量
が
四
万
三
千
立
方
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
た
ほ
か
、
間
伐
や
下
刈
な
ど
森
林
整
備
面
積
は
累

計
で
一
万
五
千
二
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
地
域
民
有
林

の
二
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
な
ど
、
当
初
計
画
を
上

回
る
事
業
実
績
を
上
げ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

  

■
平
成
二
十
七
年
度 

　
　
　
　
　  

　
　
事
業
報
告

  

■
平
成
二
十
七
年
度 

　
　
　
　
　  

　
　
事
業
計
画

平成27年度
事業実績
総取扱高

1,856,502千円

販売
749,827千円

加工
10,674千円

森林整備
1,095,457千円

指導
32,522千円

　
平
成
二
十
八
年
度
計
画
は
総
取
扱
高
を
前
年
度
比
の

一
〇
一
％
、
十
六
億
円
余
を
計
画
し
ま
し
た
。
本
年
度

は
全
国
植
樹
祭
の
四
会
場
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の
地
元
と
し
て
更
に
地

平成28年度
事業計画
総取扱高

1,634,480千円

販売
616,816千円

加工
11,100千円

森林整備
1,004,916千円

指導
1,648千円
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域
内
各
所
で
行
わ
れ
る
御
柱
の
年
と
し
て
活
気
に
満
ち

た
明
る
い
話
題
が
続
く
年
と
な
る
事
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
国
産
材
の
利
用
拡
大
と
森
林
・
林
業
の
再
生
運
動
」

に
沿
い
効
率
化
・
低
コ
ス
ト
林
業
の
推
進
、
執
行
体
制

の
強
化
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
の
徹
底

を
図
る
と
共
に
人
材
の
確
保
と
後
継
者
の
育
成
な
ど
、

引
き
続
き
地
域
林
業
の
担
い
手
と
し
て
十
年
・
二
十
年

先
を
見
据
え
て
一
歩
ず
つ
着
実
に
立
ち
止
ま
る
こ
と
な

  

■
組
合
長
挨
拶

　

明
る
い
日
の
光
が
春
本
番
を
感
じ
ま
す
本
日
、
第

二
十
一
回
通
常
総
代
会
開
催
を
ご
案
内
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
総
代
の
方
々
に
は
ご
多
用
の
中
ご
出
席
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
来
賓
の
皆

様
に
は
ご
臨
席
を
賜
り
、
ご
光
彩
を
添
え
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、昨
秋
、創
立
二
十
周
年
記
念
「
感

謝
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
大
変
多
く
の
方
々

が
ご
来
場
さ
れ
、
盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
長
年
に
わ
た
る
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
と
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
上
小
地
域
の
森
林
・
林
業
の
担
い
手

と
し
て
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
国
・
県
・
市
町
村

そ
し
て
関
係
団
体
に
は
、
別
格
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
い
わ
ば
成
人
と
し
て
気
持
ち
を
新
た
に

く
前
進
し
て
い
く
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
決
後
、
御
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
、
御
来
賓
を
代

表
し
て
、
長
野
県
上
小
地
方
事
務
所
轟
副
所
長
様
、
東

信
森
林
管
理
署
松
井
署
長
様
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合

会
林
副
組
合
長
様
、
平
野
県
議
会
議
員
様
よ
り
御
祝
辞

を
賜
り
、
平
成
二
十
八
年
度
第
二
十
一
回
総
代
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

活
動
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
十
七
年
度
事
業
は
、
皆
様
の
ご
協
力
と
職
員
の
精

勤
が
実
り
、
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
総
取
扱
高
で

十
八
億
五
千
万
余
、
当
初
計
画
に
対
し
百
十
パ
ー
セ
ン

ト
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、「
組
合
員
の
皆
様
の
た

め
」
を
第
一
義
に
事
業
計
画
を
則
り
、
森
林
林
業
の
振

興
を
通
じ
て
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く
努
め
て
参
り

ま
す
。

　
結
び
に
、
ご
来
賓
、
総
代
を
は
じ
め
ご
参
会
の
皆
様

に
は
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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あ
れ
こ
れ

組
合

活
動

の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　
　
　
　
　
職
員
研
修
会

一
月
四
日
㈪

　
仕
事
始
め
に
合
わ
せ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
会
を
組
合
職
員
全
員
参
加
の
も

と
、
行
い
ま
し
た
。

　
企
業
の
社
会
的
責
任
の
意
識
が
高
ま
る

近
年
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
基
本
的
な

意
味
と
重
要
性
を
理
解
し
た
上
で
、
森
林

組
合
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
実

践
し
て
い
く
か
を
研
修
し
ま
し
た
。

共
有
林
等
役
員
研
修
会

二
月
九
日
㈫

　
自
治
会
な
ど
の
山
林
の
役
員
を
対
象
と

し
た
「
共
有
林
等
役
員
研
修
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
上
小
地
方
事
務
所
林
務
課
職
員
に
よ
る

補
助
制
度
等
の
説
明
の
ほ
か
、
共
有
林
の

今
後
の
施
業
計
画
に
つ
い
て
、
当
組
合
の

職
員
と
個
別
に
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
と

同
様
に
「
木
と
緑

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

上
小
」
を
同
時
開

催
し
、
林
業
関
係

コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
の
ほ
か
、
森

林
総
合
研
究
所
の

久
保
山
裕
史
氏
よ

り
、
昨
今
注
目
の

集
ま
る
「
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
」
に
つ

い
て
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

植
木
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た

四
月
八
日
～
五
月
三
十
一
日

　
今
年
も
恒
例
の
植
木
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
良
質
で
安
価
な
庭
木
や
花
、
苗
木
な
ど

を
豊
富
に
取
り
揃
え
、
連
日
各
地
か
ら
大

勢
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
も
植
木
の
販
売
、
庭

づ
く
り
の
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
出
場

　
青
森
県
に
お
い
て
、
第
二
回
目
と
な
る

日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
世
界
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
に
出
場
す
る
日
本
代
表
選
手
を
選

出
す
る
た
め
に
全
国
か
ら
広
く
選
手
を

募
っ
て
開
催
さ
れ
る
競
技
大
会
で
す
。
出

場
選
手
は『
ソ
ー
チ
ェ
ン
着
脱
競
技
』『
丸

太
合
わ
せ
切
り
競
技
』『
接
地
丸
太
輪
切

り
競
技
』『
伐
倒
競
技
』『
枝
払
競
技
』
の

五
種
目
の
合
計
得
点
で
競
い
ま
す
。
当
組

合
か
ら
も
二
名
の
技
能
職
員
が
出
場
し
、

全
国
の
林
業
の
プ
ロ
達
と
技
を
競
い
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
優
勝
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
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森
林
組
合
直
営
施
設
で

　
　
　
自
然
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

■
別
所
温
泉
「
森
林
公
園
」

　
標
高
八
百
メ
ー
ト
ル
の
大
自
然
の
中
で

森
林
散
策
や
森
林
浴
を
満
喫
し
ま
せ
ん

か
？ 

森
の
清
々
し
さ
を
直
に
体
感
で
き
る

「
別
所
温
泉
森
林
公
園
」が
開
園
中
で
す
！

　
園
内
で
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
や
テ
ニ
ス
を
楽

し
め
る
ほ
か
、
木
立
の
中
の
キ
ャ
ン
プ
場

や
バ
ン
ガ
ロ
ー
で
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
時

間
を
過
ご
せ
ま
す
。

　
秋
に
は
地
元
産
の
野
趣
豊
か
な
料
理
を

味
わ
っ
た
り
、
栗
拾
い
を
楽
し
ん
だ
り
、

季
節
を
ご
堪
能
い
た
だ
け
ま
す
。

受付・お問合せ
　☎0268-38-2626
開園期間
　4月から 11月
　火曜定休
　（秋の松茸シーズンは無休）

別所温泉森林公園

受付・お問合せ
　　　☎0268-49-2923
開園期間
　　　4月から 11月
　　　水曜定休
　　　（7月～8月は無休）

リフレッシュパークあおき

■「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク 

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
お
き
」

　
四
月
九
日
㈯
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
皮
切
り
に
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

あ
お
き
」
が
開
園
し
ま
し
た
！　
渓
流
釣

り
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
ロ
ー
ラ
ー
す
べ

り
台
な
ど
を
爽
や
か
な
自
然
の
中
で
楽
し

め
ま
す
。
ご
家
族
み
ん
な
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
園
内
に
あ
る
食
堂「
み
や
ぶ
ち
」

で
は
、
釣
っ
た
魚
の
塩
焼
き
や
、
焼
肉
・

そ
ば
・
う
ど
ん
な
ど
の
お
食
事
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
大
小
ご
宴
会
も
承

り
ま
す
。（
ご
宴
会
は
要
予
約
）
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生
島
足
島
神
社
御
柱
大
祭

　
四
月
十
七
日
㈰
に
生
島
足
島
神
社
に
お
い
て
、
御
柱
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
御
柱
祭
は
、
七
年
に
一
度
、
寅
年
と
申
年
の
年
に
行
わ
れ
る
歴
史
の
あ
る
お

祭
り
で
す
。

　
森
林
組
合
で
は
、
お
祭
り
の
主
役
、
御
柱
と
な
る
樹
高
十
七
メ
ー
ト
ル
超
の
ア

カ
マ
ツ
の
伐
倒
（
根
切
の
神
事
）
を
昨
年
十
二
月
に
行
い
ま
し
た
。

　
生
島
足
島
神
社
の
御
柱
は
、
伝
統
的
に
地
元
産

の
ア
カ
マ
ツ
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、

上
小
地
域
で
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
松

く
い
虫
の
被
害
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
次
回
の

二
〇
二
二
年
以
降
の
御
柱
は
、
当
地
域
の
ア
カ
マ

ツ
を
使
用
で
き
る
か
大
変
心
配
で
す
伝
統
を
守
る

た
め
、
森
林
組
合
で
は
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
引
き

続
き
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大
切
な
ア
カ

マ
ツ
を
は
じ
め
里
山
の
保
護
に
最
大
限
の
努
力
を

し
て
参
り
ま
す
。

伐倒の安全祈願

選木されたアカマツの
ある場所へ

根切の神事 御神木の里引

御
柱
の
伐
倒
作
業
に
当
た
っ
た

　
　
　
上
田
支
所
技
能
職
員

萩
原
　
武
彦 

班
長
よ
り

　
今
回
、
生
島
足
島
神
社
様
の
御
柱
伐
倒
と
い
う

大
役
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
番
前
の
準
備
と
し
て
、
御
神
木
に
登
り
、
樹

高
を
測
り
、
太
い
枝
を
切
り
、
折
れ
る
原
因
を
除

き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
初
め
て
聞
く
勇
壮
な
木
遺
の
後
に
、

い
つ
も
以
上
の
慎
重
さ
で
伐
倒
作
業
を
進
め
、
無

事
に
成
功
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
次
回
は
も
っ

と
若
い
方
に
も
こ
の
貴
重
な
経
験
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
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真
田
氏
発
祥
の

地
を
歩
く

　

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の
放
送
に
伴
い
、「
日
本
一

の
兵
」
の
足
跡
が
残
る
歴
史
の
町
と
し
て
、
上
田
市
は
じ

め
各
地
が
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

残
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
地
域
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す

る
「
真
田
氏
本
城
跡
」
は
、
信
繁
（
幸
村
）
の
祖
父
・
幸

隆
が
築
城
し
、
真
田
氏
が
甲
斐
の
武
田
氏
に
仕
え
始
め
た

頃
か
ら
上
田
城
を
築
城
す
る
ま
で
本
拠
地
と
し
て
使
用
し

て
い
た
と
さ
れ
る
場
所
で
あ
り
、
真
田
氏
発
祥
の
地
と
し

て
是
非
一
度
は
訪
れ
た
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
そ
の
近
く
に

は
、
真
田
氏
が
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
「
真
田

氏
館
跡
」
通
称
「
お
屋
敷
」
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
御

屋
敷
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
ツ
ツ
ジ
の
名
所
と
し
て

も
有
名
で
す
。
御
屋
敷
公
園
の
東
側
に
は
資
料
館
が
あ

り
、
真
田
三
代
の
甲
冑
や
上
田
城
築
城
以
前
の
真
田
氏
に

関
わ
る
展
示
、
更
に
は
忍
者
道
具
の
展
示
等
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
真
田
氏
本
城
跡
」
と
「
真
田
氏
館
跡
」
は
、

当
時
真
田
氏
が
有
事
と
平
時
の
際
に
行
き
来
し
て
い
た
事

も
あ
り
、
距
離
も
近
く
行
き
や
す
い
の
で
、
両
方
を
訪
れ

て
真
田
の
軌
跡
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
真
田
氏
発
祥

の
地
、
真
田
地
域
を
歩

い
て
戦
国
時
代
に
そ
の

名
を
天
下
に
轟
か
せ
た

真
田
一
族
の
足
跡
を
辿

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域

に
は
、
真
田
氏
が
信
濃

の
小
豪
族
と
し
て
戦
乱

の
世
を
生
き
て
い
た
頃

の
史
跡
が
あ
ち
こ
ち
に

真田氏本城跡

真田氏館跡

真田氏館跡に咲くヤマツツジ

　
ち
ょ
っ
と
休
憩

　
「
真
田
氏
本
城
跡
」
と
「
真
田
氏
館
跡
」
を
訪

ね
た
後
は
、
森
林
組
合
直
営
食
事
処
し
ん
り
ん
で

一
息
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
人
気
メ

ニ
ュ
ー
「
真
田
御
膳
」
を
は
じ
め
各
種
美
味
し
い

お
料
理
や
、
真
田
氏
関
連
の
お
土
産
も
取
り
揃
え
、

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

真田御膳

食事処しんりん
　お問合せ　☎0268-72-3986
　無休（年末年始除く）
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全
国
植
樹
祭
開
催

ひ
と
・
ゆ
め
・
み
ど
り
　
信
濃
か
ら
未
来
へ
つ
な
ぐ
森
づ
く
り

　
六
月
五
日
㈰
、
第
六
十
七
回
全
国
植
樹
祭
長
野
県
大

会
が
エ
ム
ウ
エ
ー
ブ
に
お
い
て
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の

御
臨
席
を
仰
ぎ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
国
土
の
基
盤
で
あ
る
森

林・緑
に
対
す
る
国
民
的
理
解
を
深
め
る
た
め
、
天
皇・

皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
公
益
社
団
法
人
国
土

緑
化
推
進
機
構
と
開
催
都
道
府
県
の
共
催
に
よ
り
昭
和

二
十
五
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
国
土
緑
化
推
進
運
動

の
中
心
的
な
行
事
で
す
。
長
野
県
で
は
、
昭
和
三
十
九

年
に
茅
野
市
八
子
ヶ
峰
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
五
十
二

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
森
林
組
合
に
お
い
て
は
、
長
野
県
と
上
田
市

か
ら
の
発
注
を
請
け
、
県
民
植
樹
会
場
の
一
つ
で
あ
る

上
田
市
自
然
運
動
公
園
（
長
野
大
学
裏
）
の
整
備
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
約
一・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
内
に
あ
る
松
く
い
虫

の
被
害
木
を
伐
採
し
、
地
拵
を
行
い
、
一
部
植
栽
地
に

は
松
く
い
虫
被
害
木
で
作
ら
れ
た
チ
ッ
プ
を
撒
い
て
苗

木
が
育
ち
や
す
く
な
る
よ
う
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

第67回全国植樹祭シンボルマーク

会場全景

物見やぐら

松くい虫被害木で作られた案内板
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整
備
が
行
わ
れ
た
後
、
会
場
内
に
は
松
く
い
虫
の
被

害
木
で
作
っ
た
戦
国
時
代
の
盾
を
模
し
た
案
内
看
板
や
、

全
体
を
見
渡
さ
れ
る
物
見
や
ぐ
ら
が
立
て
ら
れ
、
さ
な

が
ら
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の
ロ
ケ
地
の
よ
う
な
雰

囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

植
樹
祭
当

日
、
一
般
参
加

の
皆
様
を
は
じ

め
、
緑
の
少
年

団
の
方
々
に
よ

り
、
コ
ナ
ラ
・

ク
ヌ
ギ
・
オ
オ

ヤ
マ
桜
の
ほ
か
、

ヤ
マ
モ
ミ
ジ
な

ど
の
広
葉
樹
の

苗
木
が
植
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
松
く
い
虫
の

被
害
に
遭
い
枯
れ
て
し
ま
っ
た
ア
カ
マ
ツ
の
赤
茶
色
の

山
が
、
三
十
年
、
五
十
年
後
に
広
葉
樹
が
緑
の
葉
を
生

い
茂
る
里
山
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
夢
見
て
、
森
林

組
合
で
は
引
き
続
き
里
山
の
保
護
と
育
成
を
進
め
て
参

り
ま
す
。
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紹
介

ニュー
  フェイス
ニュー
  フェイス
ニュー
  フェイス
ニュー
  フェイス

きらり !

　4 月 1 日より 7 名の新しい仲間
が増えました。どうぞよろしくお願
いします。

小林　周平
多くを吸収し、私自身
が成長して、大きな存
在になりたいです。

高橋　幸
さち

男
お

危険を予測できるよう
に頑張りたいと思いま
す。

中村　太基
地域、組合員の皆様の期
待に応えられるように
日々精進していきます。

佐藤　　涼
技術を吸収し、生かし1
日でも早く一人前にな
れるように頑張ります。

増田　博
ひろ

文
たけ

36 歳での転職。体力
には自信有り、ケガ無
しで頑張ります。

中村　　連
仲間と共にケガせず切
磋琢磨して、林業のい
ろはを学び、頑張ります。

丸山　悟史
林業の仕事はまったくの
初心者ですが、失敗を恐れ
ずにやっていきたいです。
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と
っ
て
も
簡
単
！

き
の
こ
を
手
に
入
れ
た
ら

　
　
　
お
い
し
く
料
理
！
　「
き
の
こ
料
理
の
コ
ツ
コ
ツ
」

①
　
天
日
に
当
て
て
栄
養
と
お
い
し
さ
ア
ッ
プ
！

　
き
の
こ
類
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
２
が
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
２
の
元
に
な
る
エ
ル
ゴ
ス
テ

ロ
ー
ル
と
い
う
物
質
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
エ
ル
ゴ
ス

テ
ロ
ー
ル
は
、
日
光
に
当
て
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
２
に
変

化
す
る
と
い
う
性
質
が
あ
り
、
ま
た
、
天
日
に
当
て
る

事
で
水
分
が
飛
ぶ
の
で
、
栄
養
と
旨
味
の
両
方
を
ぐ
っ

と
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
天
日
干
し
と
言
う
と
、

し
い
た
け
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
い
た
け
、

し
め
じ
、
エ
リ
ン
ギ
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
等
き
の
こ
を

料
理
す
る
前
に
一
時
間
ほ
ど
お
日
様
の
下
に
置
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

②
　
炒
め
物
は
強
火
で
手
早
く
！

　
き
の
こ
類
は
菌
糸
と
菌
糸
が
繊
維
の
よ
う
に
組
み
合

わ
さ
っ
て
出
来
て
い
ま
す
。
弱
火
で
じ
っ
く
り
炒
め
る

と
菌
糸
の
す
き
間
の
水
分
と
一
緒
に
う
ま
み
が
外
に
出

て
し
ま
う
の
で
、
調
理
は
強
火
で
手
早
く
行
い
ま
す
。

ま
た
、
調
味
料
の
塩
分
で
も
水
分
が
抜
け
て
し
ま
い
ま

す
。
味
付
け
は
最
後
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
　
洗
い
す
ぎ
に
注
意
！

　

き
の
こ
の
栄
養
分
や
う
ま
み
は
、
水
に
浸
け
た
り
、

水
洗
い
し
た
り
す
る
と
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
汚
れ
が

気
に
な
る
場
合
は
ふ
き
ん
で
拭
く
か
、
手
早
く
水
洗
い

し
て
水
気
を
よ
く
切
り
ま
し
ょ
う
。

④
　
冷
凍
で
き
ま
す
！

　
き
の
こ
は
冷
凍
保
存
で
き
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？　
若
干
食
感
が
鈍
く
は
な
り
ま
す
が
、
冷
凍
す
る

と
香
り
と
旨
味
成
分
が
増
加
し
ま
す
。
調
理
す
る
時
は

冷
凍
状
態
の
ま
ま
過
熱
し
ま
し
ょ
う
。
天
日
干
し
し
た

も
の
を
冷
凍
で
保
存
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
！

　

次
の
①
～
④
の
中
か
ら
正
解
の
番
号
を
選
び
、

は
が
き
に
書
い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

正
解
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３
名
様
に
、

食
事
処
「
し
ん
り
ん
」
の
１
、０
０
０
円
分
の
御

食
事
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

今
年
、
長
野
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

植
樹
祭
。
長
野
県
で
の
開
催
は
２
回

目
と
な
り
ま
す
が
、
何
年
ぶ
り
の
開

催
で
し
ょ
う
か
。

問  題
※
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。�

（
平
成
28
年
★
月
★
日
消
印
有
効
）

〈応募はがきの記入方法〉

〒 386-1212

上田市富士山
2464-226

信州上小森林組合
　やまびこ編集部

①クイズの答え
②住所・氏名・
　年齢・電話番号
③組合、広報誌へ
の意見がござい
ましたらご記入
下さい。

表裏

① 

47
年 

② 

52
年

③ 

55
年 

④ 

57
年
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組
合
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
熊
本
県
に
お
い
て
、
大
き
な
震
災
が
あ
り
ま

し
た
。
多
く
の
住
居
が
倒
壊
し
、
多
く
の
方
が

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
を
目
の
当

た
り
に
し
、
再
び
自
然
の
驚
異
を
見
せ
付
け
ら

れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
被
災
地
の
一
日
で
も

早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
四
月
、
組
合
で
は
七
名
の
新
入
職
員
を

迎
え
入
れ
た
ほ
か
、
人
事
異
動
が
あ
り
、
新
体

制
と
な
り
ま
し
た
。
人
事
異
動
に
伴
い
、
広
報

「
や
ま
び
こ
」
の
担
当
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
度
は
発
行
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
大

変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
組
合
員
の

方
よ
り
、
広
報
が
届
く
の
を
待
っ
て
い
る
と
い
う

お
話
も
い
た
だ
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
こ
の
広
報
を
通
し
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に

分
か
り
易
く
組
合
の
活
動
を
お
知
ら
せ
し
て
い

け
る
よ
う
、
引
き
続
き
精
進
い
た
し
ま
す
の
で
、

改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
と
が
き

●
人
事
の
お
知
ら
せ

【
採
　
用
】

職　
　
員

　
四
月
一
日
付

　
　
小
林　
周
平
（
川
東
支
所
技
手
）

　
　
中
村　
太
基
（
森
林
整
備
課
技
手
）

技
能
職
員

　
四
月
一
日
付

　
　
増
田　
博
文
（
森
林
整
備
課
付
）

　
　
丸
山　
悟
史
（
森
林
整
備
課
付
）

　
　
髙
橋　
幸
男
（
森
林
整
備
課
付
）

　
　
佐
藤　
　
涼
（
森
林
整
備
課
付
）

　
　
中
村　
　
連
（
森
林
整
備
課
付
）

【
異
　
動
】

　
四
月
一
日
付

　
総
務
課
書
記

　
　
片
桐　
弘
惠
（
森
林
整
備
課
書
記
）

　
森
林
整
備
課
書
記

　
　
佐
藤
美
枝
子
（
川
東
支
所
書
記
）

　
上
田
支
所
主
任

　
　
土
屋　
耕
司
（
川
東
支
所
主
任
）

　
上
田
支
所
主
任

　
　
宮
澤　
　
潤
（
青
木
支
所
主
任
）

　
上
田
支
所
技
手

　
　
石
井
睦
太
郎
（
森
林
整
備
課
技
手
）

　
川
東
支
所
主
任

　
　
工
藤　
美
和
（
総
務
課
主
任
）

　
川
東
支
所
技
師

　
　
中
沢　
倫
季
（
上
田
支
所
技
師
）

　
青
木
支
所
長
代
理

　
　
中
村　
武
志
（
上
田
支
所
長
代
理
）

【
昇
　
任
】

　
四
月
一
日
付

　
上
田
支
所
主
任

　
　
塚
原　
哲
夫
（
上
田
支
所
技
師
）

【
退
　
職
】

　
三
月
三
十
一
日
付

　
　
柗
沢　
康
博
（
川
東
支
所　
嘱
託
）

●
組
合
員
さ
ん
の
名
義
変
更
等
に
つ
い
て

　
相
続
な
ど
に
よ
り
組
合
員
さ
ん
の
名
義
変
更
を
す

る
場
合
は
、「
組
合
員
の
死
亡
届
と
相
続
人
の
加
入

申
込
書
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

最
寄
り
の
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
規
加
入
や
増
資
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

●
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
試
験
　
二
名
合
格

　
「
森
林
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
認
定
試
験
」
に
二
名

の
職
員
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
当
組
合
の
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

は
十
一
名
と
な
り
ま
し
た
。

●
信
州
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
登
録

　
当
組
合
で
は
二
人
目
の
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

上
田
支
所 

塚
原　
哲
夫

依
田
窪
支
所 

後
藤　
輝
明

川
東
支
所 

小
坂　
　
真

■信州上小森林組合
本所・上田支所／☎0268-39-8522・FAX.0268-39-8523
川 東 支 所／☎0268-72-3703・FAX.0268-72-3881
依田窪支所／☎0268-68-2172・FAX.0268-68-2056
青 木 支 所／☎0268-49-2021・FAX.0268-46-2641


